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　2018年10月、行員の健康が当行の発展や地域貢献に向けた活力
の源であるとの考えのもと、健康で働きやすい職場環境の実現をより
一層推進することを目的に、「健康経営宣言」を制定し、①疾病予防・
重症化予防対策、②心の健康対策、③職場環境の改善を中心とした
施策に取り組んでいます。ほかにも、長時間労働の是正や敷地内・
就業時間中の喫煙禁止などを実施するとともに、取引先法人や友好
法人への健康経営の普及拡大も図っています。

　当行では、長年、ATMコーナーに現金封筒を設置しお客さまにご利用いただいておりましたが、森林資源の保護および紙資
源の使用量削減の観点から、今般廃止することといたしました。これにより、年間776万枚利用されている封筒の使用を削減
することで、持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。
　皆さま方には本取組へのご理解・ご協力を賜りますようお願いいたします。

　地域の河川の美化および環境保護への活動とし
て、当行は奈良県主催の「大和川一斉清掃」や木津
川流域クリーン大作戦実行委員会主催の「木津川
流域クリーン大作戦」に職員がボランティアとして
参加しています。今後もこの活動への参加・協力を
通じて河川に対する関心を高めるとともに、地域の
美化運動にも積極的に参加していくことで、持続
可能な地域社会の実現に貢献してまいります。

　2023年3月、当行は経済産業省および日本健康会議が実施する「健康経営優良法人認定制度」において「健康経営優良
法人2023（ホワイト500）」の認定を受けました。
　当行では2018年から、職員の健康が当行の発展や地域貢献に向けた活力の源であるとの考えのもと「健康経営宣言」を
制定し健康経営に取り組んでいます。今後もこうした取組を通じて、職員が「やりがい」「生きがい」「働きがい」を持って
活き活きと働ける環境をつくり出すことで、当行の持続的な成長と地域の発展に寄与してまいります。

「健康経営宣言」
について

【ご参考】

【質の高い教育をみんなに】
金融経済教育の推進・拡大

【働きがいも経済成長も】
地域事業化への取組、
金融アクセス・サービスの拡充

【産業と技術革新の基盤をつくろう】
FinTech等を通じた顧客利便性向上

【つくる責任つかう責任】
持続可能な消費と生産

【気候変動に具体的な対策を】
低炭素社会実現

【陸の豊かさも守ろう】
持続可能な森林環境の保全

【住み続けられるまちづくりを】
地域の課題に向き合い、経済と
コミュニティの活性化へ貢献

なんとミッションである「地域の発展」「活力創造人材の創出」「収益性の向上」の遂行を通じ、
持続可能な地域社会の実現に向けて、地域が抱える社会問題を主体的に解決してまいります。

重点
取組目標

南都銀行グループでは、ＳＤＧs17項目のうち、営業エリア
や事業戦略に強く関連する目標と、持続可能な地域環境
保全への取組目標を中心とした7つを重点取組目標として
選定しています。

当行グループは、「SDGsポリシー」に基づき、事業活動と地域貢献活動の
両面から持続可能な地域社会の実現に取り組んでいます。
経営計画とSDGs

SDGsポリシー

なんとミッション

地域・社会の
課題解決

持続可能な
地域・社会の
実現

●地域の発展　●活力創造人材の創出　●収益性の向上

SDGsの目標 17の目標と169のターゲット

経営計画「なんとミッションと10年後に目指すゴール」は、なんとミッション「地域の発展」「活力創造
人材の創出」「収益性の向上」の遂行を通じて持続可能な地域社会の実現を目指すものであり、SDGｓの
ゴールと方向性は同じです。

SDGｓへの取組

現金封筒の設置を終了しました

河川の環境保護への協力

「健康経営」への取組
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